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健康・医療分野の最近の動向

※ｐ４～９は、厚生労働省「第2回 2040年を展望した社会保障・働き方改革本部」資料より抜粋



地域包括ケアシステムの構築

いつまでも元気に暮らすために･･･
生活支援・介護予防

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０分
以内に必要なサービスが提供される
「日常生活圏域（具体的には中学校区）」
を単位として想定

■在宅系サービス

・自宅、サ高住 等相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･
医療

介護が必要になったら･･･
介護

■介護予防サービス

住まい

○ 住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、
医療・介護・予防・住まい・生活支援が、包括的に確保される体制を、いわゆる団塊
世代が75歳以上となる2025年を目指して進めていく。

（参考）「地域包括ケアシステム」の定義（社会保障制度改革プログラム法第４条第4項）
地域の実情に応じて、高齢者が、可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力に応じ自立した
生活を営むことができるよう、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援が包括
的に確保される体制

１



同時改定
（予定）

基金（医療分のみ） 基金（介護分を追加） 基金 基金

総合確保
方針

医療計画
基本方針

医療介
護総合
確保法

改正
医療法

改正
介護
保険法

総合確保
方針

計
画
策
定

介護報酬改定 診療報酬改定

地域医療構想の策定

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書

プ
ロ
グ
ラ
ム
法

医療介護総合
確保推進法

第７次
計画

第７期
計画

第6期介護保険事業（支援）計画に
位置付けた施策（在宅医療・介護連携等）の実施

平成２５年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度平成２６年度 平成３０年度

介護保険
事業計画
基本指針

計
画
策
定

病床機能報告 病床機能報告 病床機能報告 病床機能報告

基金

社会保障と税の一体改革における医療・介護分野の主な取組
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北大阪健康医療都市（健都）の
これまでの取組
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● 吹田市「健康・医療のまちづくり」基本方針（2014）

「市民を中心にまちぐるみで循環器病を防ぎ、元気で長生き！」
－市民の健康寿命の延伸、健康・医療のまちづくりの「吹田モデル」

●吹田操車場跡地まちづくり
実行計画（2015）

操車場のあるまちから健康寿命の
延伸をリードするまちへ～つながる
ひろがる ひと・まち・みらい ～
－「健康・医療」、「環境・緑」、
「都市の機能と安心・安全」、「質
の高い景観や空間」の４つのコンセ
プトのもと、まちづくりを実行

●吹田市まち・ひと・しごと
創生総合戦略（2016）

・「生涯活躍のまち」（健都版ＣＣＲ
Ｃ構想）の取組

－高齢者向けウェルネス住宅の整備
－健康・生きがいづくり等の環境整備

・健康・医療産業の創出
－健都における企業誘致、研究開発の
支援

●国立循環器病研究センターを
核とした医療クラスター形成
の基本的な考え方（2014）

－循環器病の予防と制圧
－オープンイノベーション
－国際級の複合医療産業拠点の
形成

●北大阪健康医療都市を中心と
した健康・医療のまちづくり
に関する考え方について 中
間報告（2015）

－生活習慣病予防・健康づくり
に関する先進的なモデル地域
の形成

－地域医療の質の向上等に資す
る取組の推進

吹田市の関連施策 関連する方針

健康・医療のまちづくりに関する各種計画の関係図

●「健康・医療のまちづくり加速化プラン」（2017）

取組の進展を踏まえた健都ならではの先駆的な健康づくり・
生きがいづくり創出のためのプランへ
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北大阪健康医療都市（健都）のアウトライン
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○ 健都は、各ゾーンにおいて「健康・医療」の要素を散りばめた事業を展開。

○ 相互に協力・連携・支援することで、まち全体として、相乗的な付加価値が向上。

＜ JR東海道本線沿線で、総計約30haの大規模プロジェクト ＞

2018年度（H30） 2019年度（H31~R1） 2020年度（R2） 2021年度（R3）

●2018.11～12
市民病院Open
駅ビルOpen

●2019.7
国循Open

●2020.11
ライブラリ
Open

●2022年春メド
ニプロOpen
アライアンス棟Open
（健栄研移転）

2022年度（R4）

●2018春
ﾚｰﾙｻｲﾄﾞ公園
Open

スケ
ジュール

健都レール
サイド公園

●2019.12
ｳｪﾙﾈｽ住宅
順次入居開始



⇒健康への意識を変え
新しいライフスタイルを創造

「健都」が生み出す価値

⇒「循環器病の予防と制圧」を実現
ヘルスケア産業の創出

健康・医療のまちづくり
「健都モデル」

健康・医療クラスター形成
オープンイノベーション推進

実証フィールド
健康データを提供

助言指導
研究成果の還元

まちづくりとイノベーションの好循環で
地域活力の創出
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〇 健都における健康・医療のまちづくりの充実には、健康・医療に関する新たな取組の展開や研究機関と民間企業
等の連携による研究や医療関連産業の活性化などが重要な要素となりますが、定量的なデータによる比較が難しい
部分もあるため、今回はまちの変化を見るうえでの参考として以下のデータをお示しします。

データの抽出について

北大阪健康医療都市 まちの変化の参考データ

〇 まちの変化の参考として、⓵まちのにぎわいに関するデータ（人口・世帯数・岸辺駅乗客数・路線価）、②医療
資源のデータ（病院・診療所・歯科診療所・薬局）をピックアップした

〇 データは、一部を除き、まちづくり会議を開始した平成26年度と令和元年度のデータを抽出
〇 人口・世帯数・医療資源については、下図の破線で囲んだエリアを抽出
〇 路線価については、主な地点の状況として、A（健都レールサイド公園・健康増進広場）、B（市民病院～国
循）、C（都市型居住ゾーン）の３区間をピックアップした

A
Ｂ

JR岸辺駅

市立吹田市民病院高齢者向けウェルネス住宅

都市型居住ゾーン

駅前複合施設
VIERRA岸辺健都

健都レールサイド公園・
健都ライブラリー

千里丘2丁目

岸部中1丁目
JR千里丘駅

国立循環器病研究センター
健都イノベーションパーク

Ｃ

吹田市
摂津市



〇まちのにぎわいに関連する参考データ

平成26年度 令和元年度 増減
（増減率）

出典等

人口
（単位：人）

吹田市 4,360 4,238 -122
（-2.8％）

吹田市毎月末町丁別人口、世帯数より
摂津市毎月末町丁別人口及び世帯数より
平成26年度：平成27年3月末時点
令和元年度：令和元年9月末時点

摂津市 5,585 6,959 1,374
（+24.6％）

世帯数
（単位：世帯）

吹田市 2,337 2,368 31
（+1.3％）

摂津市 2,711 3,411 700
（+25.8％）

JR岸辺駅の1日平均乗車人員
（単位：人）

15,274
（平成30年度）

17,049
1,775

（+11.6％）
JR西日本京都支社より

北大阪健康医療都市 まちの変化の参考データ

平成30年 令和元年 増減
（増減率）

出典等

路
線
価

A（健康増進広場） 83 90 7
（+8.4％）

国税庁ホームページより
※各年1月1日時点B（市民病院～国循） 220 255 35

（+15.9％）

C（都市型居住ゾーン） 180 190 10
（+5.6％）（㎡/千円） 14



平成26年度 令和元年度 増減 出典等

病院
吹田市 0 2 2

近畿厚生局保健医療機関保険薬局の
指定一覧（全体）及び新規指定一覧より
平成26年度：平成27年3月末時点
令和元年度：令和元年10月1日時点

摂津市 0 0 -

診療所
吹田市 3 12 9

摂津市 4 5 1

歯科診療所
吹田市 2 3 1

摂津市 5 5 -

薬局
吹田市 1 9 8

摂津市 1 1 -

〇医療資源のデータ

北大阪健康医療都市 まちの変化の参考データ

（単位：件）



参考資料

吹田市 健康医療部



健康・医療分野の最近の動向

※ｐ2～16は、厚生労働省「第2回 2040年を展望した社会保障・働き方改革本部」資料より抜粋
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北大阪健康医療都市（健都）の
これまでの取組
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吹田市「健康・医療のまちづくり」基本方針の概要
（平成26年５月策定）

基本的な考え方

現時点で考える具体的な取組例

取組の推進により目指すもの

具体的な内容の検討

国立循環器病研究センターの吹田操車場跡地への移転等を見据え、医療費の多くを占め 、重度
の要介護状態に直結しやすい循環器病について、予防医療や健康づくりの推進、市民参加型の取

組のモデルの創成など、様々な取組を推進。

① 国立循環器病研究センターが行う予防医療の取組に対して支援を行うとともに、同センターと
のコラボレーションによる効果的な健康施策の検討。

② 民間活力を活かしたコミュニティビジネスという形も含め、地域の方々が「予防」と、「生き
がいづくり」や「就労」を兼ねて主体的に参加するモチベーションがわくような施策の検討。

③ 吹田操車場跡地に開発される駅前複合施設に入る商業テナント等と連携したこの地域ならでは
の健康関連施策の検討。

① 予防医療や健康づくりの推進により、市民の健康寿命（日常生活に制限のない期間）の延伸を
図る。

② 健康寿命が延伸した高齢者等の生きがいづくりや、その力を活用した地域活性化を進める。

これらにより、健康・医療のまちづくりの「吹田モデル」を先進例として示し、世界をリード
する健康都市を目指す。

健康・医療のまちづくりを関係者全員の協働により推進していけるよう、医療関係者と関係行
政機関で協議する会議を立ち上げ、市民や企業の声を聴きながら、具体的内容を検討。 18



国立循環器病研究センターを核とした医療クラスター形成に関する
基本的な考え方 【概要】

①地域に密着しつつ、 ナショナルセンターとしてのミッションである「循環器病の予防
と制圧」の拠点を目指す。

② オープンイノベーションにより、最先端医療・医療技術の開発で世界をリードする。

③オープンイノベーションに連動したエリアの産業活性化により、国際級の複合医療
産業拠点（医療クラスター）を形成する。

基本理念

① 本事業を国家プロジェクトとして位置づけ、中央省庁、経済界、アカデミア等からの幅
広い支援が得られるものにする。他方、地元の住民・医療関係者・商工事業者等から
の理解と積極的な協力・参画が得られるようにする。

② 本事業を効率的・計画的に推進するために、国循、地元自治体、UR等における役割
分担を明確化し、工程管理を行う。

③ 循環器疾患分野に関する機能集積を目指す本地域と、他の関西地域（うめきた再開
発地区等、京都市内地区、神戸医療産業都市等）との役割・機能分担を明確にしつつ、
関西圏全体の医療産業集積の底上げ・ネットワーク強化を図る。

特に留意すべき事項

19

国立循環器病研究センター作成資料より抜粋



○ 国循の周辺に企業・大学・他の研究機関等との共同研究拠点、健康関連産業、商業施設等を誘致
○新大阪駅に近接し、JR東海道線上の駅から直結しているという好立地条件を生かして、国内外から多くの人
が集まるまちづくりを行う。
・ 国内外から「医療・健康づくりのメッカ/フロントランナー」と呼ばれるようなまちづくりを目指し、国内外に発信。

・ 医療・健康と結びついた魅力的な観光資源（最先端医療・研究の見学コース、子供を含めた体験型施設、健
康に良い食事の提供等）を確立。
○関西の経済活性化や地域雇用の創出にも貢献
・ 国家戦略特区や国際戦略総合特区の指定・編入を受け、税制・予算上の優遇措置や規制緩和の特例措置

○健康寿命の延伸を目指した予防医療（健康増進を含む）への取り組み
・ 地域医療関係者、行政、企業と連携した先駆的な循環器病予防モデル事業の実施
・ 効果的な予防医療の確立と医療関係者・研究者・市民への教育・啓発 など
○最先端医療・医療技術の開発と普及への取り組み
・ 世界に先駆けて医療技術の臨床開発を実施し、日本初の革新的な医薬品・医療機器を創出 など
○バイオバンクやコホート研究、疾患登録等による膨大な医療情報（ビックデータ）を集積・解析し、｢予防と治
療｣のその先にある「先制医療」を実現

○最先端医療・医療技術の開発のための産学官の連携によるオープンイノベーションを展開

・ 臨床現場のニーズと先端的研究のシーズのマッチングや事業化支援等を専門家が行う「先端医療創出セン
ター（仮称）」の設置
・ 様々な大学・研究機関や製薬・医療機器メーカー等の研究者・技術者が集まる共同研究拠点の集積 など
○優秀な研究者・技術者の受け入れと国循ブランドの海外展開

・ トレーニングセンターを活用した国内外の医療関係者に対する研修や国循ブランド（医療機器等）の海外展
開

① 循環器病の
予防と制圧

② オープン
イノベーション

循環器疾患分野の予防・医療・研究で世界をリードする地域に

③ 国際級の
医療クラスター

の形成

具 体 的 事 項基 本 理 念

20

国立循環器病研究センターを核とした医療クラスター形成に関する
基本的な考え方 【概要】 国立循環器病研究センター作成資料より抜粋



→ 国立循環器病研究センター等と連携し、予防医療や健康づくりの推進により市民の健康寿命の延伸を図るとと
もに、生きがいづくりを進める等、健康・医療のまちづくりの「吹田モデル」を構築する。

→ 併せて、医療及び健康関連企業等の誘致を進め、国立循環器病研究センターを中心とする産学官民が連携
する国際級の複合医療産業拠点（医療クラスター）の形成を図る。

→ 先進的な低炭素社会の実現と豊かな緑、人と自然が共生しつつ、地域と調和した、快適で健康なまちを目指す。

→ 誰もが安心・安全に移動し、多世代が集い憩い交流する都市機能の整備を図る。そして、災害時には本市南
部地域における防災拠点として災害援助を発信する機能を新たに創出する。

→ 周辺地域に配慮しつつ、テーマ性を持った街並みの形成を図り、質の高い統一感のとれた景観を誘導する。

（コンセプト１）健康・医療

（コンセプト２）環境・緑

（コンセプト３）都市の機能と安心・安全

（コンセプト４）質の高い景観や空間

○ 吹田市では、健康・医療のまちづくり基本方針（平成26年5月）を踏まえ、国立循環器病研究セン
ター等の特性を最大限に活かし、「健康・医療」をコンセプトにした新しい形のまちづくりを推進

○ 加えて、東部拠点のまちづくり計画（平成21年3月）等を踏まえ、「環境・緑」、「都市の機能と安
心・安全」、「質の高い景観や空間」に留意したまちづくりを推進

今後の方向性
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吹田操車場跡地まちづくり実行計画の概要
操車場のあるまちから、健康寿命の延伸をリードするまちへ

～ つながる ひろがる ひと・まち・みらい ～
（平成27年３月策定）



「北大阪健康医療都市 健康・医療のまちづくり加速化プラン」

各事業主体や医療・健康関連企業・研究機関、大学、地域住民等が連携しながら、健都ならではの

先駆的な健康づくり、生きがいづくり等に関する効果的な連携が展開される環境づくりを推進。
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低炭素まちづくり計画(エコまち計画)の基本方針

【将来像】
まちの低炭素化や省エネ・緑化による先進的な環境モデル地区の形成

都市機能を集約した医療クラスターの形成による「健康・医療のまちづくり」の実現を目指します。

（１）都市機能の集約化

地区の緑をつなぎ、ヒートアイランド現象の緩和や健康づくりにも資する、緑が実感できる質の高い
空間を創出します。

（３）緑地の保全及び緑化の推進

エネルギーの面的利用・管理に加え、再生可能・未利用エネルギーの活用により、先導的な
エネルギー街区を形成します。

（４）エネルギーの効率的な利用と非化石エネルギーの利用

（５）建築物の低炭素化の促進

環境性能の高い建築物の誘導やまちなみの形成を図ります。

（２）低炭素交通手段の利用促進

公共交通や環境にやさしいモビリティで地区全体をつなぎます。

「環境先進都市すいた」の実現を先導するモデルとして、各事業者が地区の低炭素化を推進し、
魅力的かつ持続的なまちづくりを具体的に推進するため、「都市の低炭素化の促進に関する法律」
に基づき策定
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低炭素まちづくり計画(エコまち計画)
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低炭素まちづくり計画(エコまち計画)
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